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気 管 支 喘 息 と 可 視 総 合 光 線 療 法

一般財団法人光線研究所所長

医学博士 黒 田 一 明

可 視 総 合 光 線 療 法 は 、 気 管 支 喘 息 （ 以 下 、 喘 息 ） な ど 呼 吸 器 疾 患 に も よ く

利 用 さ れ て い ま す 。 呼 吸 器 疾 患 は 、 体 の 冷 え や ビ タ ミ ン Ｄ 不 足 に よ り 免 疫 機

能 が 異 常 に な る と 発 症 し や す く な り ま す 。 光 線 療 法 は 、 不 足 し た 熱 ・ 光 エ ネ

ル ギ ー を 補 う こ と で 喘 息 な ど の 呼 吸 器 疾 患 の 改 善 を は か る こ と が 出 来 ま す 。

ビ タ ミ ン Ｄ に 関 し て は 本 年 報 告 さ れ た 英 国 の 研 究 に よ る と 、 6 5 歳 以 上 の 高

齢 者 で 血 中 ビ タ ミ ン Ｄ 濃 度 が 低 い と 喘 息 な ど 呼 吸 器 疾 患 リ ス ク は ２ 倍 以 上 高

く な る こ と が 示 さ れ て い ま す 。

今 回 は 喘 息 の 文 献 紹 介 と 治 療 例 に つ い て 解 説 し ま す 。

■ 喘 息 と は （ 出 典 ： リ ウ マ チ ・ ア レ ル ギ ー 情 報 セ ン タ ー ）

喘息は、気管支などの気道に炎症が起き、空気の流れが制限される病気で

す。気道は様々な吸入刺激に過敏に反応して、発作的に咳、ゼーゼーと気管

支が鳴る喘鳴、呼吸困難が起きます。ひどい呼吸困難時には呼吸を楽にする

ため上半身を起こした姿勢での呼吸（起座呼吸）を行わせることがありま

す。 1 6 歳以上の成人喘息患者の年齢構成は、 5 0 歳代を中心に 4 0 歳、 6 0 歳

の中高年齢者の患者が多い構成です。 2 0 歳前から発症した患者は小児発症喘

息でアトピー型で、他のアレルギー疾患を合併しており、多くは軽症です。

吸入された家塵ダニ、カビ、花粉などに I g E 抗 体が反応して発作が起こりま

す。一方、 4 0 歳以降からの喘息は成人発症喘息で、非アトピー型でステロイ

ド薬を常用することが多く、重症ではアスピリン喘息の患者が多いという特

徴があります。アレルギーではないメカニズムの炎症によって発症します。

■ 喘 息 と ビ タ ミ ン Ｄ 濃 度 、 日 照 量 な ど の 関 連 文 献 に つ い て

最 新 の 文 献 で 主 な も の を 以 下 に 紹 介 し ま す 。

◆ 喘 息 の 発 生 率 と 緯 度 、 冬 期 日 照 量 、 冬 期 気 温 の 関 連 （ 米 国 ・ オ ー ス ト

ラ リ ア の 研 究 2 0 1 1 年 ）

米国・オーストラリアで得られたデータから、喘息の発生率と緯度、冬期

日照量、冬期気温の関連を検討した。その結果、喘息発生率は①緯度が高

いほど高いこと、②冬期日照量が少ないほど高いこと、③冬期気温が低い

ほど高いことがそれぞれ判明した。これは以前から指摘されている緯度が

高いと日照量が減りそれに伴って皮膚でのビタミンＤ産生が減り免疫系が

異常になり喘息になりやすいことを支持する成績であり、ビタミンＤ不足

は喘息の悪化・再燃に関連することが示唆された。

◆ 成 人 喘 息 患 者 に お け る ビ タ ミ ン Ｄ 濃 度 と 呼 吸 機 能 、 ス テ ロ イ ド の 反 応

の 関 連 に つ い て （ 米 国 の 研 究 2 0 1 0 年 ）

成人喘息患者の血中ビタミンＤ濃度は１秒量と相関し、血中ビタミンＤ濃

度が低いと１秒量が低いことが明らかになった。さらにビタミンＤ濃度が

低いと気道の過敏性が高く、ステロイドの反応が悪いことが示された。こ

れは血中ビタミンＤ濃度が肺機能や喘息のコントロールに影響を与えるこ

とを示している。〔１秒量：肺機能検査の一つでで１秒間に肺活量のうち

どのくらいを吐き出すことができるかを、何リットルで表した値です。こ
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の値が少ないときは、吸った息を吐き出す力が弱いことを示し、喘息のコ

ントロールの指標でよく使われます。〕

◆ 児 童 の 喘 息 患 者 に お け る 血 中 ビ タ ミ ン Ｄ 濃 度 と 喘 息 コ ン ト ロ ー ル の 関

係 （ イ タ リ ア の 研 究 2 0 1 1 年 ）

５～ 1 1 歳の喘息児童 7 5 人を対象に、血中ビタミンＤ濃度と呼吸機能、喘

息コントロール状態との関連を検討した。その結果、血中ビタミンＤ濃度

が低いと喘息のコントロールは悪かった。同様にドイツの研究 2 0 1 3 年に

よると成人の喘息患者でも血中ビタミンＤ濃度が低いほど重症であり、喘

息のコントロール状態が悪いと報告されている。

◆ 重 症 成 人 喘 息 患 者 で は 炎 症 を 起 こ す サ イ ト カ イ ン が 高 く 、 ビ タ ミ ン Ｄ

の 投 与 は こ れ ら を 下 げ る （ ド イ ツ の 研 究 2 0 1 3 年 ）

中等度～重症の成人喘息患者 2 8 人を対象に、喘息の炎症に関連するサイト

カインを測定するとともにビタミンＤ投与の影響を検討した。重症患者で

は炎症を起こす２種のサイトカイン濃度が健常人に比べ高く、ビタミンＤ

の投与はこれらのサイトカイン濃度を下げ炎症を鎮める作用があることが

判明した 。

■ 可 視 総 合 光 線 療 法

喘息は原因が何であれ気道の炎症が大きく関与しています。炎症は光線治

療の観点から検討すると、体に熱エネルギー不足（体の冷え）やビタミンＤ

不足（免疫異常）の状態が生じた時に起こりやすい傾向があります。従っ

て、喘息患者には光線照射で熱・光エネルギーを補うことで体が温まり、ビ

タミンＤ産生が増え免疫異常が是正されて炎症を軽減し症状を改善すること

ができます。喘息患者で多い鼻炎の合併は、①口呼吸になって気道を刺激し

やくなる、②鼻分泌物が気管に流れ咳や喘鳴が起こりやすい、③鼻部での炎

症で生じたサイトカインが血流で気管支に運ばれ気管支平滑筋を収縮させる

など、これらの要因で喘息は治りにくくなり、再発を繰り返すことになりま

す。鼻炎がある場合は光線照射で鼻炎の症状も改善させることが重要となり

ます。

厚生労働省のデータによると喘息はわが国で昨年（ 2 0 1 2 年）ついに喘息

死亡が年間二千人を割り、治療に成功した疾患と言われています。喘息死亡

の多くは高齢者です。体が冷えやすく、ビタミンＤ不足に陥りやすい高齢者

は、病院治療に光線治療を併用することで喘息のコントロールをより高める

ことにつながります。

◆ 治 療 用 カ ー ボ ン ： 喘息には３０００－５０００番、５００２－５００２

番、５００２－６００２番を使います。

◆ 照 射 部 位 ： 両足裏部⑦ 1 0 ～ 3 0 分間、両足裏部①、両膝部②各 1 0 分間、

以上集光器使用せず、肩胛骨間部⑫ 1 0 分間１号集光器使用、左右咽喉部④

各５分間２号集光器使用で照射します。喘息発作時は⑦を 3 0 ～ 6 0 分間と

長めに照射し下肢をよく温める間接照射が重要です。また、発作時の気管

支がゼーゼー、ヒューヒューという喘鳴が強い時は⑫又は胸骨部㉛を２号

集光器使用し 1 0 ～ 3 0 分間の照射することで、気管支の収縮や呼吸筋の緊

張を緩和させ症状の軽減になります。鼻炎を合併している喘息では、鼻炎

に対しては３００１－５０００番又は３００１－４００８番を使い、鼻部

⑯（２号集光器使用）を５～ 1 0 分間照射します。

【 お 願 い 】 光線治療は治療用カーボンの燃焼で煙やにおいが出ることが避け

られません。喘息患者は煙やにおいに敏感なことが多いので、照射中は部

屋の換気に十分配慮してください。

■ 治 療 例 １ 気 管 支 喘 息 ・ 鼻 炎 1 6 歳 男 子 高 校 １ 年

◆ 症 状 の 経 過 ： ２歳頃から風邪を引くと咳が出て長引くようになった。小児
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科で喘息と診断され吸入薬や投薬を受けていた。鼻炎もあり祖母から光線

治療を勧められ自宅で３０００－５０００番、３００１－５０００番など

を使って治療していた。風邪のときは早めに光線照射すると咳き込むこと

が少なく風邪の治りは早かった。 1 0 歳時（小学５年）、風邪を引いてから

強い喘息発作が再び出るようになり病院で治療を受けた。この後すぐに光

線治療の確認のため当附属診療所を受診した。

◆ 光 線 治 療 ： 喘息は治療用カーボン３０００－５０００番を使用し、⑦、①

各 1 0 ～ 2 0 分間、⑫ 1 0 分間、④各５分間照射。鼻炎は治療用カーボン３

００１－５０００番を使用し⑯ 1 0 ～ 1 5 分間照射。

◆ 治 療 の 経 過 ： 自宅で本格的に光線治療を再開し１～２カ月で喘息の症状は

軽減し夜間の喘鳴は減りよく眠れるようになった。鼻の通りもよくなっ

た。その後半年間は週に２～３回治療し体調はよかった。 1 6 歳（高校１

年）の現在、たまに風邪を引いても喘息は光線照射でひどくならずにすん

でいる。光線治療により右足裏温（℃）は初診時 3 0 . 5 、 3カ月後 3 2 . 6 、

1 年後 3 1 . 8 、 2 年後 3 2 . 2 、 3 年後 3 3 . 0 、 6 年後 3 3 . 6 、 と上昇が認めら

れた。

■ 治 療 例 ２ 気 管 支 喘 息 ・ 鼻 炎 7 1 歳 女 性 主 婦

◆ 症 状 の 経 過 ： 1 8 歳より事務の仕事を始めてから鼻炎、喘息の症状がみら

れるようになり服薬をすることがあった。その後結婚、出産はとくに問題

なく経過したが、季節の変わり目には鼻炎で喘鳴が出ていた。 6 5 歳時、夫

が脳梗塞症（右半身麻痺）で入院し、退院後は自宅で看病していた。 6 8 歳

頃より喘息が再発し、咳、痰が多く、鼻水、鼻詰まりもあり吸入薬の使

用、服薬にもかかわらず改善がないため友人の紹介で当附属診療所を受診

した。

◆ 光 線 治 療 ： 喘息は治療用カーボン３０００－５０００番を使用し、⑦ 1 0

～ 2 0 分間、②⑫各 1 0 分間、④各５分間照射。発作時は㉛ 1 0 ～ 3 0 分間照

射を追加。鼻炎は治療用カーボン３００１－５０００番を使用し⑯５～ 1 0

分間照射。

◆ 治 療 の 経 過 ： 自宅で毎日光線治療を行った。光線治療により冷えていた足

が温まり夜間に目覚めることが少なくなった。治療１カ月前後で鼻水が減

り、鼻の通りが良くなり、後鼻漏が減った。治療２カ月後、咳、痰、喘鳴

も減り、とくに夜間多かった痰が減り熟睡可能となった。治療１年後、喘

息の発作はなく看病の疲れも少なく体調はよかった。治療４年後の現在、

喘息、鼻炎の症状はよいが、多少痰が出るので光線治療は主に⑦④を週に

２回照射している。

■ 治 療 例 ３ 気 管 支 喘 息 ・ 鼻 炎 7 2 歳 女 性 主 婦

◆ 症 状 の 経 過 ： 4 5 歳時、風邪を引いてから喘息発作がみられるようになっ

た。粘稠な痰が多く、常に息苦しい状態であった。呼吸器外来で気管支喘

息と診断されステロイド剤などの服用を始めた。ひどい時は入院して点滴

治療を受けることもあった。その後は大きな喘息発作はなかったが、絶え

ず喘鳴があり薬服用を続けていた。 6 0 歳時、元来冷え症で、肩こり、鼻炎

もあったので友人の紹介で当附属診療所を受診した。

◆ 光 線 治 療 ： 喘息は治療用カーボン３０００－５０００番を使用し、⑦ 1 0

～ 2 0 分間、②⑫各 1 0 分間、頸椎下部 3 2 ５分間照射、１号集光器使用、

④各５分間照射。発作時は㉛ 1 0 ～ 3 0 分間照射を追加。鼻炎は３００１－

５０００番を使用し⑯５～ 1 0 分間照射。

◆ 治 療 の 経 過 ： 通院３回の治療で息苦しさが楽になり早速、自宅でも毎日治

療を始めることにした。治療継続で喘鳴は軽くなっていたが、風邪を引い
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て喘鳴が強くなった時はステロイド剤を増量していた。治療１年以降は足

は温かく入院するほどの強い発作はなくなり、痰の切れもよくステロイド

剤は 2 . 5 m g / 日 で済んでいた。治療４年後、喘息発作が強いときは胸骨部

への照射が効果的であり、鼻炎には鼻部に照射した。治療 1 2 年後の現在、

光線治療とステロイド剤 2 . 5 m g / 日 で喘息は安定している。


